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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本
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序文 

この規格は，2010 年に第 2 版として発行された ISO 15076-1 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

 

0 はじめに 

0.1 緒言 

この規格は，the International Color Consortium（以下，ICC と略す。）の定める特性記述（以下，プロフ

ァイルという。）書式を規定する。この書式制定の目的は，利用コンピュータシステムに依存しない，カラ

ーデータの作成及び解釈のためのプロファイル書式を提供することである。このような装置プロファイル

は，異なる色の数値化法の間の翻訳のため，及びある装置を使って作成されたカラーデータを他の装置固

有の色数値化法に変換するために利用可能である。この書式を応用プログラム及びオペレーティングシス

テムの製造者が採用することによって，製品の利用者は，プロファイルとプロファイルが埋め込まれた画

像とを異なったオペレーティングシステム間で間違いなくやりとりすることができる。例えば，この方法

によると，プリンタの製造者は複数の応用プログラム及びオペレーティングシステムに対して，ただ一つ

のプロファイルを作成すればよい。 

この規格では，色彩科学及び画像に関する十分な理解，例えば CIE，ISO 及び IEC の色に関する規格，

装置の測定及び特性に関する一般知識，並びに少なくとも一つのオペレーティングシステムにおける色管

理システムに関する知識をもっていることが前提とされている。 

0.2 ICC 

ICC は，カラープロファイル書式の規格の開発及び管理，並びにタグ識別記号及び記述の登録を主な目

的として組織された。ICC の設立会員は，Adobe Systems Inc.，Agfa-Gevaert N.V.，Apple Computer, Inc.，

Eastman Kodak Company，FOGRA（名誉メンバ），Microsoft Corporation，Silicon Graphics, Inc.，Sun 

Microsystems, Inc.及び Taligent, Inc.であった。これらの企業は，この規格をそれぞれのオペレーティングシ

ステム，コンピュータシステム，応用システムで十分に利用可能としていくことを約束した。ICC は拡大

して，現在では 60 を超える会員を擁している。 

ICC によって開発された規格の最初の版は，種々の改訂を経て，その ICC4.2 版を国際規格として提案す

ることが承認された。この規格の初版（ISO 15076-1:2005）の基礎となっているのは，その ICC4.2 版であ

る。第 2 版は ICC の小改訂版である ICC4.3 版を基礎としており，そのため ICC4.2 版と完全に上位互換性

をもつ。第 1 版（ISO 15076-1:2005）のもつ技術的な規定は全て第 2 版にも含まれている。第 2 版だけの


